
　

 
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
の
仕
事
は
日
常
生
活
動
作
 

の
回
復
・
改
善
の
為
の
練
習
の
指
導
で
す
。
 

 
皆
さ
ん
の
中
に
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す

が
、
全
く
別
の
職
種
で
あ
る
事
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

２ 月 号 
平成26年2月3日 

ゆ
た
 ～
と
 

発 行 
小国公立病院 

0967-46-3111 

0967-46-6111 
おぐに老人保健施設 

小国調剤薬局 
0967-46-5736 

ゆう薬局 
0967-46-6320 

ゆ た ぁ ～ と 新 聞 

 
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
冬
場
を
中
心
に
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
他
し
ば
し
ば
感

染
性
胃
腸
炎
の
集
団
感
染
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
感
染
力
は
強
力
で
回
復
後
も

暫
く
は
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
感
染
を
広
げ
ま
す
。
 

 
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

さ
な
お
子
さ
ん
や
お
年
寄
り
が
い
る
家
庭
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
 

 
ウ
イ
ル
ス
に
は
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
無
い
の
で
予
防
が
大
切
で
す
。
 

（
第
２
回
目
）
 

                  

ルート１ ルート２ ルート３  『人→人』 『人→食べ物→人』   『食べ物→人』 

・感染者の便や吐物を 

 手で触る 
・空気中に飛散った 

 ウィルスを吸う 
・ドアノブ、水道の 
 蛇口に触って感染 

・感染者が調理した食べ物を 

 食べる 
・感染者が使った食器や触れ 

 た調理器具から食べ物にう 
 つり、それを食べると感染 

・ウィルスが付着し 
 た食べ物を十分に 
 過熱せずに食べる 
 と感染 

① 手洗い ふん便や吐物の処理後、調理前、配膳前やトイレの後、外
出から戻った時などは必ず手洗いをしましょう。 

②ふん便や 
  吐物の処理 

ふん便や吐物にはウィルスが大量に含まれており、感染を防ぐ
にはふん便や吐物を密封し、殺菌消毒することが効果的です。 

・拭き取った汚物や汚れたオムツはすぐにビニール袋に入れ、 
 0.1％の次亜塩素酸ナトリウムを染み込む程度にいれると 
 効果的！ 

・汚染された場所やドアノブ、蛇口などは0.02％の次亜塩素 
 酸ナトリウムを浸した布で拭き10分経ったら水拭きする。 

・布団やカーペットはスチームアイロンやふとん乾燥機 
 などを使って高熱でさらす。 

③食品など
の加熱処理 

かきなどの二枚貝はなるべくなら生で食べないで下さい。 
調理する場合は温度８５℃以上の熱湯で１分以上煮沸します。 

※ 次亜塩素酸ナトリウム消毒液は『家庭用キッチンハイター』と 
 『ペットボトル』で簡単に作れます。 
  詳しくは別紙を参考にして下さい。 

感染した時の症状： 
＜潜伏期間＞ ２４～４８時間です。 
＜主な症状＞ 吐き気、おう吐、下痢、腹痛、軽い発熱が１～２日続きます。 
＜保有期間＞ ふん便からのノロウィルスの排出は1週間程度から長いと1ヶ月程度です。 
＜治  療＞ ノロウイルスに対する特効薬はありません。おう吐などによる脱水症状を 
       防ぐ為に「水分補給」と「栄養補給」を行い、体力の消耗を防ぎながら 
        回復を待ちます。症状が激しく、水分も栄養も摂取できない場合は病院を受診して下さい。 

（
文
責
/
イ
ラ
ス
ト
 
穴
井
 
憲
一
）
 

（文責： 広報委員 原山） 

感染ルートは３つあります 

予 防 法 と 対 策 

リハビリ室 
 
小
国
公
立
病
院
・
お
ぐ
に
老
健
に
は
リ
ハ
ビ
リ
に
携
わ
る
職
種

と
し
て
理
学
療
法
士
２
名
と
作
業
療
法
士
１
名
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
 

 
両
療
法
士
と
も
病
気
や
ケ
ガ
・
老
化
な
ど
で
障
害
を
持
っ
た
人

達
に
対
し
て
日
常
生
活
動
作
の
回
復
・
改
善
す
る
為
の
練
習
の
指

導
を
し
ま
す
。
 

 
両
者
の
違
い
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
 

  
『
理
学
療
法
士
』
と
は
 

 
 
 
「
歩
く
・
座
る
・
立
つ
・
寝
返
る
」
な
ど
の
日
常
の
大
き
な
 

 
 
 
 
動
作
の
指
導
。
 

  
『
作
業
療
法
士
』
と
は
、
 

 
 
 
 
細
か
い
動
作
、
例
え
ば
「
着
替
え
を
す
る
・
髪
を
と
か
す
 

 
 
 
 
・
字
を
書
く
・
料
理
を
す
る
」
な
ど
の
指
導
。
 

  
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
 

 
興
味
の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
を
 

目
指
す
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
一
度
見
学
に
来
ら
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 



ゆ た ぁ ～ と 新 聞 

（
文
責
 
小
国
調
剤
薬
局
 
佐
藤
 
）
 
 

今
回
は
公
立
病
院
で
も
よ
く
処
方
さ
れ
て
い
る
湿
布
剤
の
特
性
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。
 

 
湿
布
に
は
大
き
く
分
け
て
、
ハ
ッ
プ
剤
と
プ
ラ
ス
タ
ー
（
テ
ー
プ
）
剤
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
 

「
温
湿
布
」
と
「
冷
湿
布
」
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
ら
の
特
徴
や
違
い
、
注
意
点
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
 

《
特
徴
》
 

《
温
湿
布
と
冷
湿
布
の
違
い
》
 

《
貼
る
際
の
注
意
点
》
 

①
一
部
の
喘
息
発
作
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
や
酷

い
皮
膚
炎
を
起
こ
す
事
例
が
あ
り
ま
す
。
 

以
上
の
こ
と
を
注
意
し

な
が
ら
、
正
し
く
使
用
し
、

毎
日
の
生
活
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。
 

2
回
目
は
日
頃
、
よ
く
質
問
の
あ
る
『
介
護
保
険
証
の
見
方
』
に
つ
い
て
実
際
の
 

介
護
保
険
証
と
照
ら
し
合
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
 

※ 医療保険証と並んで大事な保険証です。失くさないように医療保険証と一緒に保管しましょう。 
   介護保険証の色は  『小国町・・・薄い黄色』  『南小国町・・・濃いオレンジ色』 となっています。 

※  不明な点があれば委託している居宅支援事業者や現在、利用している事業所に尋ねて見ましょう。 

〈
ハ
ッ
プ
剤
〉
 

・
薬
効
部
分
に
多
く
の
水
分
を
含
み
、
皮

膚
表
面
を
潤
し
温
度
を
下
げ
る
と
共
に
穏

や
か
に
皮
膚
内
に
薬
効
を
効
か
せ
ま
す
。
 

〈
プ
ラ
ス
タ
ー
剤
〉
 

・
水
分
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で

ハ
ッ
プ
剤
と
比
べ
て
薄
く
、
粘
着
力
が
強
 

い
の
が
特
徴
で
、
関
節
な
ど
良
く
動
か
す
 

部
分
に
有
効
で
す
が
、
肌
が
か
ぶ
れ
や
す
 

い
の
が
欠
点
で
す
。
 

温
か
く
（
冷
た
く
）
感
じ
る
と
い
う
感
覚

に
対
す
る
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、
正

式
に
は
温
感
（
冷
感)

湿
布
と
言
い
ま
す
。

（文責： 広報委員 松崎） 

インフルエンザも 
流行しています。 
家に帰ったら  

『手洗い』 

『うがい』 
を忘れずに!! 
咳・熱・くしゃみ

の症状があったら

『マスク』をつけ

て下さい。 
 

・
冷
却
効
果
は
ハ
ッ
プ
剤
で
あ
れ
ば
水
分
 

が
熱
を
奪
う
の
で
温
冷
湿
布
ど
ち
ら
で
も
 

持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 
 
 

・
温
湿
布
に
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン
（
唐
辛
子

成
分
）
が
、
冷
湿
布
に
は
メ
ン
ト
ー
ル
（
清

涼
成
分
）
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
温
感
、

冷
感
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

②
温
湿
布
に
関
し
て
は
、
剥
が
し
た
後
す
ぐ
入
浴

す
る
と
湿
布
の
唐
辛
子
成
分
で
肌
が
刺
激
さ
れ
痛

み
ま
す
の
で
、
剥
が
し
た
後
１
時
間
く
ら
い
は
間

を
空
け
て
入
浴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

③
慢
性
的
な
痛
み
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、

痛
い
と
こ
ろ
全
て
の
箇
所
に
湿
布
を
貼
っ
て
い
る

方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
神
経
痛
な
ど
の
場
合
、
痛

み
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
部
位
以
外
に
貼
付
し
て

も
効
果
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
皮

膚
炎
リ
ス
ク
な
ど
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

 
貼
る
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
、
肌
に
で
き
る
だ
け

負
担
を
か
け
な
い
こ
と
も
大
事
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

 
次回の 
 
「ゆたぁ～と 
 新聞４月号」  
 
４月１日（火） 
 
発行予定です。 
 
お楽しみに!! 

１ 

2 


